
第5学年 国 語科学習指導案
日 時  平 成 15年 9月 30日 (火)5校 時
児 童  5年 1組 男 17名 女 19名 計 36名

｀
       場  所  視 聴覚室

指導者 佐  藤   正  寿

1 単 元名 地 球環境について考えよう
「一秒が一年をこわす」 「ホタルの水辺J「『ぼく、わたしの環境作文』を書こう」(光村図書〉

2 単 元と子ども
(D 教 材観

学習指導要領第 5学年及び第6学年の 「読むこと」の目標は 「目的に応 じ、内容や要旨を把握しな
がら読むことができるようにするとともに、読書を通して考えを広げたり深めたりしようとする態度
を育てる。」である。また、同学年の 「書くこと」の目標は 「目的や意図に応じ、考えた事などを筋
道を立てて文章に書くことができるようにするとともにY効 果的に表現しようとする態度を育てるよ」
である。本単元の主目標はこれら2つ の目標に基づく。 「地球環境について考えよう」という単元名
からわかるように、現在の地球環境の問題と筆者の考えを読み取ること、それをもとに環境についての
笙務岳言二岳宮F雫上ぁぁヾ聖警審害念写〒危岳深

める内容になっていや。
(筆 者の考えが題名の数字の例えに集約されている。

具体的な環境破壊の例も分かりやすく示されており、子どもたちが目的をもって読み取るのに適切な

た 繋 べ 鍋 霧 ピ 畿 鸞 う よ ネ
タ

‐
導する必要がある。

12)児 童観
子どもたちは5年生になって一人学びの方法 として、前単元 「海にねむる未来」でキーワードを見

つけるこfとゃ簡単な文図で1まとめるこiとど学習tじiでき:てい,るよそれぞれの方法に対し:て、_意欲H守に取
り組む子どもたちがほとんどでありヽ そのまとめ方も自分なりに工夫しようとする子どもも数名いる。

モ

苫畳雪:]骨:岩:富督暑湯母;:号景;各争を子含号:岳を岳誉二::景:]暑景:号を1岳:こ
ヮードの見つけ方が本単元では重要と考える。                  i    t
必要な情報を集めそれをもとに環境についての作文を書 くことは、 5年 生になって初めての経験で

ある。そのために作文の手本となる部分を教材から拾い出し、子どもたちに提示 していく必要がある
と思われる。

(〕 指導観

』暑暑雪3言雪言骨瞥督言密魯旨合:魯曾旨骨i景暑螢3を―畳書を旨富岳唇讐る営す盲Fぞ済絡紀〒述べ方について読み取る技能を高めるようにしたい。
「ホタルの水辺」では、 「一秒が一年をこわす」で身に付けた読み取り技能を生かし、自力で読み取

象:昌早旨景岳旨景岳長岳岳筈活旨子岳暑旨暑穀唇び宮轡雪を言言i垣畳岳昌営極言岳雪畳艶キ雪
の本やインターネット等を活用して調べきせ、モデルとなる説明文 (「二秒が一年をこわす」を分か

りやすく書き直したもの)を 提示させて、全員が書くことができるようにさせたい。
これら3つの教材を関連づけていくために、単元最初の時間に学習の全体を見通す活動を行いたい。

また、評イw現等表■もとに評価を行い、次時につながる支援を行いたい。

3 単 元指導目標
◎ 地 球環境について、事実と意見の関係をおきえて要旨をとらえることできる。      (読 )
◎ 目 的や意図を考えて、集めた情報をもとにして環境に関する自分の考えを効果的に書くことができ

る。              |                     (書 )
○ 環 境問題に関心をもち、課題につし`て意欲的に考えたりt話 し合ったりしようとしている。 (関〉
O 自 分の立場や意図をはっきりさせて話し合うことがでぎる。             (話 聞)
O 文 や文章にはいろいろな構成があることについて理解することができる。        (言 )
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4 単 元の購博 "評価計画 (総時間数13時 間)

段

　

　

階

時

　

　

間

井母執つオユらい

主帥

O … 戦馴題

☆・・室姓支援の手立て

帥

帥 洲

囲

判断基準及び播球・支援の手立て        ｀

All■分満足できる

と学は府声る視点 B:お おむお浦健で

きると判断する相点

Ci努 力を要する児

童切 期 ・鞭 】

手立て

と

ら

たヽ

る

蜘 か うヽ視

締 らヽ、統 ち確

活に目を向け、人瀬

の躙 tこついて考え

ていくという単元の

ねらいをとらえよう

としれ る`。

碑 窓紘府翻灘常 にお占ヽ

学習の計画を立てよう。

・通統をする。

・簡単描感想を話し合う

・草習の計画を立て、見通しを

偽

古載料部の写真ttf/J功ヽりに身

を高める

ようにする。

蜘 つ

いて興味をおち

て文章を読んだ

り、題皓につけヽ

て考えを述ドた

りすえ比 鑑

。ノート〕

回

拙球環撹について

考えるとい,話題に

興味を持ち、知つて

いることを意歓的に

話耽 り、娘

酪 から崩じること

を発表したりしてい

る。
′

郷 期 鍛 め して

考えるという前日tこ

興味を持ちで文資を

前んだり、題内につ

いて考えを述ドたり

している。

地球課演について

津近な問階としてと

らえるためti身 の

回りで行ちている驚

動【い て資料を提

示し興味を高めるよ

うにする。

ふ

か

め

る

2 「―イカ1井 をこ

丹オ J″"彫試じ尊客と

印 務

え、号報雪職 を童

ることができる。

o「村勁羊年をこルす』破

幣について考え 朝購割傷

う。

'発伊韓踏客と帥 嚇 を

考えると

。学習報画を立てる。

オ中心となる段落郷 してか

ら調雪を考えさせる。

!堪郷鋭齢おをも

とに斗翠野球瞑野を

立てるさ鶴言

・ノート)

回

印 と

の 聯

かり、それをもとに

追究したい瑠 瞬閣

を立てス抑 るヽ。

溝コ引離投ま諄互〕佐昭事力章

帝力ヽり、範 もと

に追究したい学督操

題を立てている。

お醇轍つ中から缶、十

にあてはまる文を見

つけさせ、それをも

とに操題を立てさせ

札

３
■
本

時

解 慨逆留訥物ため

に■をうい レ

ギーが地球に及ぼす

躙 につV て、年者

の考えをもとに読み

取ることができれ

O優 利な生産が唖

よ度すえいきょうにつし輸

み暖 勢 。

・キーワードを文図でまといる

。筆者の考え者話し合う。

■キーフエドを期 を考え

させる。

や磐者の考えに関する効果的は

発間tf‐rう。

勲 こ詢 寸t

ている事祭と挙

者の考えをとら

な 説 取 る。

鶴言・ノー

‐ヽ♪回

京津専翌融む旨目し、

事実と意見妙

けなから節 え

をとらえ 卵

について要旨をまと

めてい&

メ津尊護融こ挙目じ

事実と意の

けながら、輸翻壊

について要旨をまと

めている。

キこワ‐ドを指定

け印講罰密距づい

て芸旨をまとめさせ

る。

4 印 とノu軍

の誕生の関係をとら

な 班賂蜘琥隷

について駒 考え

をもとに前み取るこ

とができる。

oHmと 歩じ罰の稼望とと飾

機について読み取ろう。

・キーワードを文図でまとめる

。宮単ψ姉 を話し合う。

☆眠 と蜘 避 帥 を出す

超激こつ立て考えきせる。

」口軍に勧 れ

ている事実と筆

者の考えをとら

え 溺協販る。

観言 ・フー

ト)

1 的 |

致善弱瑶融母替目し、

4時宅と親 妙

けながら密者の考え

をとらな 嚇

伽 こつぃて努旨

をまとめている。

― じ替目じ

撃 と説 と帝留兜分

跡 ら、郷景彫純購

― こついて要言

をまとめてい私

キーフードを指定

したり碑記したりし

■ 地綿 瀬 研 推

について要旨をまと

いさせる。

5
一秒印 関係

をとらえ、人類の末

来の危機についで径

者の考えをもとに統

み取ることができる

Or_T卯 中 ェゎすJとい

う空静の考えについて前み取

ろう。

・キータードを文図でまとめる

。筆者のたとえについて考える

☆たとえについ輛 F換えを考

えさせ、理解抑 させ札

抑 こ柳 れ

ている事実と客

者の考えをとら

え、激拷報頼軌

磁言■ ノー

ト)

1 帥 |

文書表現に者目し、

犠 と撤 と留留ヤ分

けながら客者の考え

をとらえ、人類の本

来の団勅こついて要

旨をまとめている。

抑 こ者目し

鞍 と説 を胃伊兜分

けながら、人類の未

栄物樹紳こついて要

旨をまとめている。

キーワードを確路

K周 め 離 航

機Fこついて要旨をま

とめさせる。
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6 数 の要点をまと

め,環境潤暦につい

て自分の考えをもつ

ことができる。

0『 す秒が一
年をこわす」の要

旨をまとめよう。

。今までの前み取りをもとに要

旨をまとめる。

・環境問題について自分の考え

を書く。

☆文章全体のキーワードを確認

してからまといさせる。

文撃に書/J増Ⅲ

ている事実と等

者の考えの関係

をとらえ、自分

の考えをも■

儀言 ・ノー

ト〕

| ∞ |

苦カヤしている内容

について,事実と感

想・意見の関係を押

さえ、環境について

自分の考えをもち,

探題をもつている。

文章に書カヤК い

る享笑と筆者の考え

の関係を押さえ、自

分の考えをもつてい

る。
″

学習をしてきた具

体的事例をもとt毛

自分の考えをまとめ

るようけ 。

三

ふ

か

め

る

Ｉ

ひ

ろ

げ

る

四

「ホタルの軸

地 ― 紘

筆者の考えをまとめ

ることができる。

Orホ タルのすむ水辺」聯

取り、要旨をまとめよう。

・中,こ戦落とキーワードを考え

る。     ‐

・要旨をまとめる。

☆前執材で学んだ方法を活用さ

せるようにする。

顔 を

もとt毛筆者の

考えをとらえ孔

儀言・ノー

ト)

団

軸 をもと

に験 と滉財ユげ寵鶏託

の関係を押さえ、磐

者の考え榔 をと

らえ、まとめること

ができる。

漸%ヒ求見点をもと

t理街部か考えや意

図をとらえ、まと

めることができる

読みの視点があて

はまるキーワードや

段落を教え、まとめ

させる。

8 町ぎく、わたしの

謝瞬mわ町 の対象と

して、自分の身の回

りにある環男岡画の

中で興味のあるもの

を選ぷことができる

0舞覧についての作文のテーマ

を決めよう

。自分たちが知っている環競簡

題につい、面し合う。

・1船 をもつたものをテー と

する。

☆開蜘郵陀i準備ヒ カ材撃ド

紛 をする。

酌 り 関コ陀

話し合うことに

よって自分の取

り相むテー をi

決める。健 言

・カー的

働

コいの開いを話し

合うことによつて自

分のテー か つき

りさせ、友達に対し

て仰助言をしている。

轟鴎 抑いを話し

合うことによつて自

分のテーFを はつき

りさせる。

麹 貯

―マを聞き、自分の

取明期X移 たいも

の翻 させる。

９
　
Ю

勘 だテーマにつ

いて似ているテー

Fと
でこグルー郷

り、作文t翌寧韓捕

報を調べることがで

きる。

0テ ーマに匹要な情報を集めよ

つ。

・脚 書 ・インターネット守

掘 用し
'(眼

的

に対する自分の考えをカード

に善く。

的 表現を参考にきせて

自分の考えを若かせる。

必要榊 を

得るため,二情

報の中から必要

帥

選び整理してい

る。鶴言|カ

ーゅ

| 口 |

図書量 ・インター

ネット・期勲琉設

などの方法で、自分

の調べたことの中か

ら芝勲 ある帥

資料選 帆 自分の

言葉抽 がら調

べて予ヽる。

田普室 ・インター

ネット,出頗の施設

などの方法で、自分

の研Aた ことの中か

ら必要めある事柄や

資料お喜んで調ドで

ヽヽる。

課題にあつた資料

を断 し その中か

ら伝えたい内容は何

かを考えさせる。

調べたことについ

て、トキ)が一年を

こ十円
‐
」の印

をもとに 「ぽく、わ

たしの如 を

書くことができる。

O調べたことをもとに、環境に

ついての作文を書こう。

'前時に書いたカードをもとに

打宅屯をキいく。

,観点に抑 き雑機をする。

☆徴 効 の鋤 を

軸 し、多苛こさせる。

自触 成押と

アーマて段落構

成を考えて作文

器 く。

(働

回

謝ドた内容につい

て 「はじめ」「な力」

「おわり」「まとめ」

の格成〔 自分の主

張を駐り込村上がら

徹 を争 てヽいる。

調べた内容につい

て 町まじめ」「な力」

.韓 り」「まと現

帖 熊 、は 務

いている。

側 に:菊直し

た教材を用いて、

課 を当てはめて

作文を書かせるよ

うに
｀
する。

13 作文の発表会を行

い、瑠 仰 槌

んでふり返ろうとし

ている

O作文の発表会をしよう。

研 ことをふり返ろう。

・?徹 α解韓:を行う。

・学留全体で環境について考え

たことと学んだことについて

話し合う。

力視汽を考えさせてからP48くよ

うにさせる。

作文の競 を

行 待 ヽ
、 申 噺 己弾

習で争しだこと

をまとめる。

儀言 ・ノー

ト)i

圃

徹 態 やふり

近りから、環境につ

いて興味をもつたこ

とと羊醍 ことの両

方についく ノート

に苦こうとしている。

作文発表会やふり

返りから、環境につ

いて興味をもつたこ

とと学んだことのう

ちどちら力|こついて

ノートに書こうとし

ている。

個層lla匂な剰問を

提示し、その答え

をノートに答くよ

うにさせる。
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5 本 時の学習指導

(1】目標

便利な生活のために使う資源やエネルギーが地球に及ぼす影響について、筆者の考えをもとに

読み取ることができる。

修)本 時の指導にあたって

本時は3つある意味段落を読み取る最初の時間である。次の点に留意 していきたい。
,具体的な読みの視点と方法を一人学びの前に確認 し、自分の読みについて活動の見通しを持た

せる。また、 「ペア発表を行う」といった目的意識も高めるようにする。
・学び合いの場面では子どもたちの読みを深める効果的な発間を行い、確かな読みの技能を育て

ていく。
・課題に対するまとめを書く段階において評価規準および判断基準を活用し、効果的な支援を図
っていく。

(3)展 開

加えて発表させるようにする。

- 4 -

学習内容 ・学習活動 支援の手だてと評価の観点 準備・資料

と
ら
え
る
　
窃

本時の学習課題を確認す る。

な生活が地球の環境に

およぼすえいきょうについて

読み取ろう。

・初発の感想や前時の内容に触れながら、課題を

ィとらえさせる。
・「環境破壊の事実」と 「それに対する筆者の考

え」を読みの視点として確認をする。

ふ

か

め

る

課題について見通す。

(1)どのような方法で読み取るおヽ

見通す。

①キTヮ 土ドを抜き出す

②文図にまとめる

修)見通しを言討して音読をする
(①～③段落 ・指名読み)

見通 しに沿って下入学びをする

(1)例として④段落のキーヮT

ドを抜き出す。

(2)二人学びをする。

【例】      ③

課題について学び合い、深め

合 う。

(1)調べたことをペアで発表 し合

う。

(21全体で発表 し合い、深め合 う

。今までの説明文の学習で行った 「キーワード→

文図」の方法のよさを想起させる。
と早く作業が終わった場合には、まとめて自分が

考えたことを書くようにする。
・「ぼく,、わたしの環境作文」の文章構成の参考
になる範囲であること、書いた後はペア発表で

友達に見せるノートであることを強調し、目的

意識を高めたい。

・一人学びの前に重視する段落と扱う範囲を確認

する。 (③段落 ・問題提起、④～⑦段落 。例示、

③段落 ・まとめ、一人学びの範囲は④～③段落)
:④段落でキーワードを抜き出す全体指導を行う。

この場合には起こった結果を短く書くようにす

0 。

・個別指導が必要な子どもには 「開発が進んでど

うなったの?」 といった個別発間を与える。
・早 く終わった子には、見通 しで確認 した活動を

するように促す。
・「自分なりの読み」ができたことをfEl別に認め

励ましていきたヽヽ。

・自分の読みを表現することを全員にさせるため

に、最初は隣の子どもにノー トを見せて説明を

する。闘き手はまとめのよさを感想で伝える。

・なぜそのキーヮードを選んだのか、理由も付け



【筆者の考えに関わる表現】

0段稼 「～さえある」

0段材「決して好まいヽことではなt」ヽ

0枕推 「重大な出迎は」

0離 「許ヽかえ刑f」

(9筆 者の環境に対する考えにう

いて話し合う。

(4)板 書計画

・環境破壊の内容をイメージ化できる具体例や資

料を用意する。
・「筆者の考えJに 関わる補助発間をして、学習

内容をさらに深める。 (例:⑤段落「決して好ま

しいことではない」は何と言いかえられますか。)
・深める過程で部分音読を取 り入れて、考える手

がかりとさせたい。
・考えの根拠となる表現についても触れるように

させたい。
・「重い病気」 「わざわい」の意味を考えさせる。

写真

自己評価

カード

・つまずいている子に対しては、使う言葉を指定

する。
・まとめを早 く書いた子は、筆者の考えに対する

自分なりの感想をまとめの文に付け加えるよう

に促す。

【評価規準 (方法〉】 (読むこと)

にかかれてある事実と筆者の考えをとら

え、読み取る。 (発言 ・ノー ト)

【判断基準】

・便利な生活が環境におよぼす影響を考えながら

音読をさせる。           |
・カードに本時の学習について自己評価させる。
・佃々人の学習ぶりを賞賛 したい。  :
・次時は地球と人類の誕生について読み取ること

知らせる。

5 課 題についてまとめる。

便利さと引きかえに地球は宣

い病気にかかり、人類に大きな

わざわいがおよぼうとしている

(「今は地球の危機」とこの文

章を読んでわたしも思った。)

6 ま とめの音読をする。 (一斉〉

7 学 習の振り返りをする。

8 次 時の学習内容を知る。

と

文章表現に着目し

事実と意見を読み分

けながら、環境破壊

について要旨をまと

めている。

キーヮードを

指定して環境破

壊について要旨

をまとめさせる

文章表現に着 目し、事実

と意見を読み分けなが ら筆

者の考えをとらえ、環境破

壊について要 旨をまとめて

いる。

便
利
な
生
活
が
地
球
の
環
境
に
お
よ
ぼ
す

え
い
き
ょ
う
に
つ
い
て
読
み
取
ろ
う
。

一
秒
が

一
年
を
こ
わ
す

○
視
点
　

・
事
実

・
筆
者
の
考
え

○
万
法
　
①
サ
イ
ド
ラ
イ
ン

②
文
図

④
災
害
　
不
毛
の
さ
ば
く

「
・
・
・
さ
え
あ
る
」

⑤
自
然
が
貧
し
く
な
る

「
決
し
て
好
ま
し
い

こ
と
で
は
な
い
」

⑥

「

や

空

気

の

よ

ご

れ

閣

四

⑦
気
温
が
上
が
る

「
重
大
な
問
題
は
」

ま
と
め

伊
藤
　
和
明

③一言
い
か
え
れ
ば

便
利
さ
と
引
き
か
え
に
地
球
は
重
い
病
気
に

人
額
に
大
き
な
わ
ざ
わ
い
が
お
よ
ぼ
う
と
し
て

い
る
。

- 5 -



人
類
は
知
恵
と
技
術
で
た
い
へ
ん
便
利
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
そ
の

一

方
で
、

地
球
が
四
十
六
億
年
か
け
て
築
き
上
げ
て
き
た
豊
か
な
自
然
環
境
を
、
た
っ
た
二
百
年
と
い
う
短
い
間

に
破
壊
し
て
し
ま
お
う
と
し
て
い
る
。

地
球
の
歴
史
を

一
年
に
た
と
え
る
な
ら
、

人
類
は
た
っ
た

一
秒
の
間
に

地
球
に
対
し
て
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
以
上
人
類
が
お
ご
り
た
か
ぶ
る
な

ら
、

人
類
は
地
球
か
ら
大
き
な
し
っ
ぺ
返
し
を
受
け
る
だ
ろ
う
。

匝人
類
の
お

ご
り
と
地
球

か
ら
の
し

っ

ぺ
返
し

匡地
球
と
人

類
の
誕
生
と

未
来
の
危
機

□科
学
技
術

の
発
達
と
地

球
環
境
の
悪

化
小
見
出
し

⑮
　
人
類
が
こ
れ
以
上
お
ご
り
た
か
ぶ
る
な
ら
、

地
球
か
ら
大
き
な
し

っ
べ
返
し
を
食
う
に
ち
が

い
な
い
。
　

　

　

，

①
　
。人
類
が
様
々
な
環
境
問
題
を
引
き
起
こ
す
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、

地
球
の

一
年
に
対
し
て

一

秒
に
す
ぎ
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

①
　
地
球
の
歴
史
を

一
年
に
た
と
え
る
と
、

人
類
の
歴
史
は
わ
ず
か
七
時
間
に
過
ぎ
な
い
。

⑫
　
地
球
の
長
い
歴
史
に
対
し
て
、

人
類
の
生
き
て
き
た
時
間
は
短
い
。

①

人
類
は
こ
こ
二
百
年
の
間
に
便
利
な
社
会
を
作
り
、

の
未
来
も
危
チ
く
じ
て
い
る
。

そ
の
結
果
地
球
の
環
境
を
壊
し
、

人
類

①
　
地
球
に
は
様
々
な
生
命
が
誕
生
し
、
最
後
に
人
類
が
誕
生
し
た
。

③
　
地
球
は
四
十
六
億
年
前
に
誕
生
し
た
。

③

便
利
さ
と
引
き
か
え
に
地
球
が
重
い
病
気
に
か
か
り
、

い
る
。

人
類
自
身
に
災
い
が
及
ぼ
う
と
し
て

⑦
　
石
油
や
石
炭
の
大
量
消
費
で
二
酸
化
炭
素
が
増
え
、

地
球
の
温
度
が
上
が
っ
て
い
く
。

⑥
　
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
消
費
に
よ
り
、

水
や
空
気
が
汚
れ
て
い
る
。

⑤
　
森
林
や
千
潟
の
開
発
で
野
生
の
生
物
の
種
類
が
減
り
、
自
然
が
貧
し
く
な
る
。

④
　
森
林
が
切
り
開
か
れ
る
と
、

災
害
や
土
地
が
荒
れ
、

砂
漠
が
で
き
る
場
合
も
あ
る
。

③

便
利
な
生
活

の
た
め
に
使
う
資
源
や

エ
ネ
ル
ギ
ト
が
、

し

つ
つ
あ
る
。

地
球
の
環
境
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

②
　
多
く
の
も
の
が
自
動
化
さ
れ
、

世
界
の
情
報
が
入
り
、

交
通
機
関
も
発
達
し
た
。

①
　
人
類
は
優
れ
た
知
恵
と
技
術
で
発
展
を
と
げ
、

便
利
な
生
活
を
築
い
て
き
た
。

形

式

段

落

の

要

点

教
材
分
析

要
旨

口
　
小
見
出
し
お
よ
び
形
式
段
落
の
要
点

０
　
段
落
構
成
図

(1)

ｌ

ｏ
ｌ

⑫
Ｏ
Ｔ
上
Ψ
Ｉ
‐①



一
秒
が

一
年
を
こ
わ
す

こ

の
地

球

の
上

に
、

わ
た

し

た

ち

人

類

の
社

先

が

誕

生

し

た

の
は

、

今

か
ら

お

よ

そ

三

百

二
十

万
年

か
ら

四
百

万
年

ほ

ど
前

の

ｔ

と
だ

と

い
わ

れ

て

い
る
。

そ

の
人

類

は

、

す

ぐ

れ
た

ち

え

と

技

術

と
を

持

ち

合

わ

せ

て

い
た

た

め

に
、

ほ

・ｏ

か

の
生

物

た

ち

を

し

り

め
に

、

す

ば

ら

し

い
発

展

を

と
げ

て
き

た

。

特

に
、

こ

の

二
百
年

ほ

ど

の
科

学

技

術

の
発

圭

は

い
ち

じ

る

し

く

、

わ

た

し

た

ち

は

今

、

た

い

へ
ん

便

利

な

生

活

を

基

る

こ

と

が
で

き

る

よ

う

に
な

っ
た

。

身
の
回
り
を
見
回
し
た
だ
け
で
も
、

多
く
の
も
の
が
自
動
化
さ
れ
た
た
め
に
、

人
手
を
あ
ま
り
使
わ
な
く
て
も
す
お
よ
う
に
な

っ
た
し
、

家
庭
の
テ
レ
ビ
で
は
、

世
界
各
地
で
今
起
こ
っ
て
い
る
出
来
事
を
、

居
な
が
ら
に
し
て
几
る
こ
と
が
で

５

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

交
通
機
関
も
発
違
し
て
、
日
本
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
ま
で
、

十
二
時
間
前
後
で
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、

わ
た
し
た
ち
が
こ
う
し
た
便
利
な
生
活
を
茎
る
た
め
に
は
、

地
球

上
の
た
く
さ
ん
の
資
げ
ん
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の

こ
と
が
、

今
、

地
球
の
環
境
に
大
き
な
え
い
き
ょ
う
を
お
よ
ぼ
し
つ
つ
あ
る
。　
ｌｏ

例
え
ば
、

世
界
の
各
地
で
赤
林
が
ど
ん
ど
ん
切
り
開
か
れ
て
い
る
。

本
は
、

紙

な

ど

を

作

る
た

め

の
原
料

と

さ

れ

た

り

、

燃

料

と
し

て
使

わ

れ
た

り

す

る
。

切
ら

れ

た

あ

と

の
土

地

は
、

耕

地

や

住

居

の
た

め

の
用

地

と

な

る
。

し

か

し

、

―

『
―

□
え

3839

地
球
環
境
に
つ

考
え
よ
う

い

て

わ
た
し
た
ち
が
毎
日
生
活
し
て
い
る
地
球
。

人

類
の
手
に
よ
っ
て
変
わ
り
つ
つ
あ
る
地
球
。

説
明
文
を
読
ん
で
自
分
の
課
題
を
明
確
に
し
、

そ
れ
に
つ
い
て
調
べ
て
み
よ
う
。

ぞ
し
て
、

調
べ

た
こ
と
を
発
表
し
、

自
分
た
ち
に
て
き
る
こ
と
は

何
か
、

話
し
合
っ
て
考
え
よ
う
。

伊
示

和
明

天

川
村

易

給

□叫
な
が
ら

畠舌騨
写
轡予



森
林
が
な
く
な
る
と
、

大
雨
の
際
、

凸
く
ず
れ
や
洪
水
な
ど
の
災
害
を
引
き
起

こ
し
や
す
く
な
り
、

土
地
は
あ
れ
果
て
て
い
く
。
こ
う
し
て
、

不
毛
の
さ
ば
く

に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
地
い
き
さ
え
あ
る
。

ま
た
、

森
林
や
ひ
が
た
な
ど
の
開
発
が
進
ん
だ
た
め
に
、

野
生
の
生
物
た
ち

は
す
み
か
を
う
ば
わ
れ
、

次
々
と
ほ
ろ
び
よ
う
と
し
て
い
る
。

野
生
の
生
物
の
５

種
類
が
減
る
と
い
う
こ
と
は
、

自
然
が
そ
れ
だ
け
貧
し
く
な
る
こ
と
で
あ
り
、

生
物
の
一
員
で
あ
る
人
類
に
と
っ
て
も
、

決
し
て
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

さ
ら
に
、

資
げ
ん
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
量
に
使
え
ば
使
う
ほ
ど
、

そ
の
結
果

と
し
て
出
る
廃
実
物
の
畳
も
増
え
る
。

そ
の
た
め
、

地
球
上
の
各
地
で
、

生
物

に
と
っ
て
大
切
な
ホ
や
空
気
が
よ
ご
れ
て
し
ま
っ
た
。

海
や
川
の
よ
ご
れ
は
、　

・ｏ

ホ
辺
に
す
む
生
杉
は
も
ち
ろ
ん
、
人
類
に
も
患
い
え
い
さ
ょ
う
を
あ
た
え
、

大

気
の
よ
ご
れ
は
健
虎
を
そ
こ
な
う
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
う
え
、

人
類
全
体
に
と
っ
て
言
大
な
問
題
は
、

わ
た
し
た
ち
が
石
油
や

石
炭
を
大
量
に
消
費
し
て
い
る
た
め
に
、

地
球
を
お
お
う
人
気
中
の
二
強
化
炭

景
が
増
え
続
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

工
吸
化
炭
景
は
、

地
表
か
ら
宇
宙

空
間

ヽ
守
ゆ

う

ｉ
じ
”

つヽ

に
に
げ
て
い
く
は
ず
の
熱
を
攻

収
す
る
働
き

が
あ
る
た
め
、

地
球
の
気
温
が
ど
ん
ど
ん
上

が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。　
　
５

こ
の
ま
ま
の
活
動
を
人
類
が
続
け
て
い
れ
ば
、

地
球
の
環
境
は
思
く
な
る
ば
か
り
で
、

そ
の
結

果
、

人
類
が
永
遠
に
生
き
て
い
け
る
か
ど
う
か

さ
え
あ
や
ぶ
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

言

い
か

え
れ
ば
、

わ
た
し
た
ち
の
生
活
を
支
え
て
い
る

ｌｏ

便
利
さ
と
引
き
か
え
に
、

地
球
が
言
い
病
気
に

か
か
り
、

最
終
的
に
は
人
類
自
身
に
、

大
き
な

わ
ざ
わ
い
が
お
よ
ぼ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
こ

―

∞
―

ま

し

い

サ

ン
　

　

　

　

　

　

ツ

ニ
ロ
化
炭
園

シ

ュ
ウ

景
錮

的

増え続けている二強化炭素

40

饗ン
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と
が
で
き
る
。

地
球
が
太
陽
系
の
わ
く
星
の

一
つ
と
し
て
誕
生
し
た
の
は
、

今
か
ら
四
十
六

億
年
ぐ
ら
い
前
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

地
球
は
太
陽
か
ら
ほ
ど
よ
い
き
ょ
り
に

生
ま
れ
、

ま
た
、

ほ
ど
よ
い
大
き
さ
を
持
っ
て
い
た
た
め
に
、

そ
こ
に
は
本
が

生
ま
れ
、

人
気
が
生
ま
れ
た
。

や
が
て
、

そ
の
水
の
中
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
生
命
が
誕
生
し
、

次
々
と
主
化
を

し
て
き
た
。

初
め
洛
で
来
え
た
生
命
は
、

四
億
午
ぐ
ら
い
前
か
ら
は
、

睦
上
に

も
広
が
る
よ
う
に
な

っ
た
。

い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
キ
ョ
ウ
リ
ュ
ウ
が
、

わ
が
手

の
顔
に
の
し
ナ
い
て
い
た
時
代
も
あ

っ
た
。

そ
の
キ
ョ
ウ
リ
ュ
ウ
が
ほ
ろ
び
る

と
、

次
に
は
ほ
に
ゅ
う
類
の
時
代
が
来
た
。

そ
し
て
、

最
後
に
人
類
が
誕
生
し

た
の
で
あ
る
。

人
類
は
、

誕
生
し
て
か
ら
の
長

い
間
、

土
物
の

一
員
と
し
て
、

地
球
の
自
然

１

０
１

と
■
ま
く
付
き
合
い
な
が
ら
生
き
続
け
て
き
た
。
と

‐
こ
ろ
が
い
こ
子
二
百
午
ほ

ど
め
間
に
、

人
類
は
、

ち
え
と
技
術
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
つ
て
便
利
を
社
会
を
作

り
ぁ
げ
、

そ
の
結
果
と
し
で
、

地
球
の
環
境
を
こ
わ
し
、

人
数
自
身
の
未
未
ま

で
も
あ
や
う
く
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
十
六
億
年
と
い
う
地
球
の
長
い
歴
史
に
対
し
て
、

人
類
の
生
き
て
き
た
日寺

５

間
は
、

わ
ず
か
三
百
二
十
方
年
か
ら
四
百
石
年
ほ
ど
に
す
ぎ
な
い
。

仮
に
、

克
球
つ
ご
史
で
あ
る
四
十
六
億
年
を
、　

一
年
に
た
と
え
て
み
よ
う
。

地
球
が

一
月…
↓
酔
Ｔ
計
０̈！
時
ぼ
生
ま
れ
、

今
が
、

ま
る
ま
る

一
年
た

っ
た
人
み

そ
か
の
夜
中
の
十
二
時
だ
と
し
た
ら
、

人
類
の
誕
生
し
た
の
は
い
つ
ご
ろ
に
な

る
だ
ろ
う
か
。

答
え
は
な
ん
と
、

十
二
月
二
十

一
日
の
年
後
五
時
ご
ろ
な
の
で

‐ｏ

あ

る

。　
つ
ま

り

、

地

球

の
歴

史

を

一
年

に
た

と

え

る

な

ら

、

人
類

は

、

生

ま

れ

て

か
ら

わ
ず

か

七
時

間

ほ

ど

し

か

た

っ
て

い
な

い
こ

と

に
な

る

。

韻
えヽ
る

42

□↑

43



し
か
も
、

そ
の
七
時
間
の
大
部
分
を
、

人
類
は
、

地

球
の
自
然
と
仲
良
く
し
な
が
ら
生
き
て
き
た
。

人
類

が
、

さ
か
ん
な
活
動
の
結
果
と
し
て
、さ

ま
ざ
ま
な
環

境
の
間
題
を
引
き
起
こ
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

わ

ず
か
二
百
手
ぐ
ら
い
の
こ
と
だ
か
ら
、

地
球
の
一
年

５

に
対
し
て
、　

一
秒
と
ち
ょ
っ
と
の
・時
間
に
す
ぎ
な
い
ｃ

た

っ
た

一
秒
間
、

地
球
の
上
で
活
動
を
し
た
た
め

に
、

人
類
は
、

地
球
が

一
年
か
か
っ
て
条
き
あ
げ
て

き
た
環
境
を
こ
わ
し
て
し
ま
い
、

地
球
に
対
し
て
取

り
込
し
の
つ
か
な
い
こ
と
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

あ

人
類
が
地
球
の
上
で
、

も
し
こ
れ
以
上
お
ご
り
た
か

ぶ
る
な
ら
、

地
球
か
ら
は
、

大
き
な
し
っ
ぺ
退
し
を

入“
つ
に
ち
が
い
な
い
。

―

岸

〇
―

げ

る

地球の歴 史を |キ にたとえると
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国語  「地球環境について考えよう」 自 己評価カード1

5年 1組  名  前

何く予 内 容 評 価 感 想

1 感想を書き話

し合う

学習計間を立

てる

A

B

C

2 酪 嚇 を

考える

学晋課題を作

る

Ａ
　
Ｂ
　
Ｃ

3 榔 1な生活が

環党におよば

すえいきょう

の話み取リ
ヤ

Ａ
　
Ｂ
　
Ｃ

4 判解求とノロ調α)

誕生と未来あ

危機の読み取

り

Ａ
　
Ｂ
　
Ｃ

5 r_ォ少が_と|

をこわす」と

いう筈者の考

えの読み取り

A

B

C

6 要旨をまとめ

る

環境問題につ

いて考える

A

B

C

7 「ホタルのす

る水辺」を話

榔 る

Ａ
　
Ｂ
　
Ｃ



座 席 表

(個々 の読みの特徴と受閲

1

書 くことに掻

抗 を感 じること

力玉多Vヽ男曇誌きろ喘身

で積極的に参加

させたセ、

2

要旨をまとい

ることが苦手で

ある。キーター ド

をもとに考えさ

せたV、

12

キーワー ドを

見つけて も文図

で逃 うことが多

し、招別に支援を

していきたし、

6

キーワ▼ ドを

抜き出すだけで
一人学びが終わ

りがちである。矢

印でつなぐこと

を情尊したけ、

■7   !

キー フー ドを

抜き出すだけで
一人学びが終わ

りがちである。夫

印でつなぐこと

を簿尊したしヽ

T

環境問題に対

する隠心が高く、

知識もある。その

知識を引き出し

て発表をさせた

し、

9

筆者の考えに

対する自分なり

の考えを持つこ

とができる。発表

で引き出したしヽ

1 0

筆者のた とえの

表現 在関心を持

名 纂 商 朝 の

話 し合 いの場 面

で生かしたしち

■4

キーフTド を

見つけるのが苦

手である。個測発

間で支援をして

竹ヽきたよ、

1 6

初発の感揮で

筆者の主張の分

析を自分なりに

している。発表で

卸 しヽたtt

・
2 2

作静 準 く、発

表にも意欲的で

ある。筆者の考え

に対する感想を

多く善かせる 、

3 0

筆者 の考 えに

とて も共感 を し″

た感想 を持 つて

' るヽ。その主体的

な読みを生か し

たし、

密9

文章に着目じ

た鋭い読みがで

きる。学び合いで

生かしていきた

ヤ、

2 7

作業が早く、発

表にも嵩欲的で

ある。筆者の考え

に対す る盛想を

多く書菊!せた“ヽ

2 8

キーワー ドを

見つけるのが音

手である。師 ir発

間で支援をして

いきた1、

31

文図を構造的

にまとめること

ができる。発表は

遠慮がちなので

意図的に指名 とタ

たし、

3 3

文図を構造的

にまとめること

ができる。発表は

遠慮がちなので

意図的に指名 し

たし、

34

要旨をまとめ

ることが苦手で

ある。キーフー ド

をもとに考えさ

せたし、

3 5

筆者の考えに

対す る白分な り

の考えを持つこ

とができる。発表

で引き出したしヽ


